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　このテーマによる研究は二年目になるが，各

研究分担者の実験結果も徐々にまとまりっっあ

るところである。昨年度に引き続き，赤池・佐

藤らは，コチニールと展着剤との係わりにっい

て研究を行った。すなわちコチニールを杉板上

に三種の展着剤（鹿膠，三千本，調合膠）と混

合して塗布し、紫外線照射による変退色を調べ

た。20時間毎にそれらの変退色の程度を測定し

たが，最初の20時間内の変退色が最大となり，

その後徐々に変退色が起こった。200時間後で

は∠E＝S．　64（三千本），5．53（鹿膠）となっ

た。このことから，鹿膠による展着が最も変退

色の程度が少なかったとの結果を得た。宇高は

大豆貯蔵タンパク質の生化学的および生物に対

する影響に関する研究で，今回も昨年と同様に

発芽大豆の経時的変化にともなう大豆貯蔵タン

パク質の変化を取り上げ，その中で特に穎粒内

タンパク質を基質とするプロテアーゼの性質お

よびタンパク穎粒との関係に重点をおいて研究

を行った。貯蔵大豆は休眠が解除されると，形

態的にも生理的にも未分化な部分の代謝が急激

に活性化し，いわゆる，ergasticな細胞内貯

蔵成分の分解成分の胚の成長が起こり，幼根が

種皮を破って成長を続ける。この発芽現象の中

で最も劇的な生理化学的変化は，タンパク穎粒

内のタンパク質（protein　bodies）の分解であ

り，そこにはプロテァーゼが関与している。従

来から，発芽とプロテアーゼの研究が多く成さ

れているが，それらの大部分は，natural　subs－

trateであるタンパク穎粒内タンパク質を用い

ない場合が多く，また，穎粒との関連性につい

ても触れることが少なかった。そこで，発芽各

時期（発芽大豆の経時的変化）の子葉組織から

分離した穎粒内タンパク質を免疫化学的手法と

スラブゲル電泳動法を用いて，その分解過程を

追及した。主要貯蔵タンパク質成分の一っであ

る11S汐ンパク質（グリシニン）の場合では，

免疫化学的定量法（simple　radial　immunodif－

fusion）による分析の結果から，発芽8日目ま

での抗原性の低下は，完熟時の10％程度であり，

発芽12日目を経ても，なお，その存在が認めら

れた。これは7S一タンパク質（コングリシニン）

に比べて，11S一タンパク質成分が分解されにく

いことを意味しているとの結論を得た。ト部ら

は，今回，花弁色素の繊維への染色性を検討し、

最適染色条件による染布の染色堅牢度，測色お

よびこれらの染布の発色の仕組みを研究した。

すなわち，花弁色素材料としてチューリップ

（品種；クイーン・オブ・ザ・ナイト，濃赤紫

色，キャンニー濃赤），カーネーション（品種；

スケニヤ，真赤）花しょうぶ（紫）を選び，そ

れらの花弁を生花弁，凍結乾燥花弁，花弁色素

の配糖体および配糖体のアグリコンなどの処理

別に布に対する染色性を比較した。まず，色素
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抽出液のpH，温度，時間などの各種染色条件

を定め，処理別の色素と多織交繊布（9種の繊

維を織り込んだ布）を色素抽出液に入れ，所定

の条件で染色した。その後，3種の金属塩によっ

て媒染を行い，最も濃色に発色した部分の色素

を再抽出し，改めてその条件による染布を作成

し，堅牢性や測色などの染色効果を比較検討し

た。その結果，生花弁と乾燥花弁は類似した染

色性を示し，花弁の色に近い色に性着するが，

染色堅牢度は弱く，媒染によって2～3級向上

した。3種の花弁色素のアグリコンは，デルフィ

ニジン，ペラルゴニジンおよびマルビジンで，

ここで特に注目すべきことは，デルフィニジン

がアクリルを濃赤色（補色主波長493nm），マ

ルビジンはアクリルを明赤紫（補色主波長499

nm）およびペラルゴニジンの配糖体は毛を濃

赤色（補色主波長493nm）に染め，耐光堅牢度

は劣るが，洗濯や汗に対して堅牢であった。山

口らのアロエベラ中に含まれる有効成分の抽出

と単離およびその化学構造の決定に関する研究

は本誌に掲載しておるので，ここでの説明は省

略する（山口　記）

天然物中の有効成分の単離と

　　　　その性質および応用に関する研究

　Aloe　verα（L）Burm．　f．中の

　成分について

研究分担者　山口　　功，女鹿　紀子

　　　　　　　　　序

　アロエはユリ科アロエ属の植物で，最初はア

フリカ南部などに繁殖していたが，今日では世

界中で「医者いらず」の植物として栽培され，

品種も多く300種類以上あると云われている。

日本ではアロエといえば，キダチァロエ（Aloe

arborescens　Mil1）を指している場合が多いが，

欧米では大抵アロエベラ（Aloe　verα（L．）Bu－

rm．　f．）を意味する。これはアロエベラの葉が

大きく，葉肉が厚いので，古代の中近東やヨー

ロッパでは，この葉肉だけを乾燥し，獣肉など

の食べ過ぎの際に，胃腸薬として服用していた

ことにもよる。また，戦場で負傷した兵士の傷

の手当てにも用いられた。VVebster’s　Third

NeωInternαtional　DictionaryでのAloeの

項には，「アロエ植物の葉の乾燥した苦味ジュー

スは便通剤，強壮剤，月経促進剤として用いら

れる。」と示されている。

　1964年にLorenzettiら1）は凍結乾燥したア

ロエペラの抽出液がある種のStaphylOCOCCUS，

σorynebαeteria，　Streptococcus，　salmonerα

などに対し抑制作用のあることを明らかにし

た。

　1966年と1969年に添田ら2～4）Cape　Aloe（Al－

oe　ferOX，　Aloe　vera，．Aloe　africαna）に着目

し，それが持っ火傷，凍傷および昆虫刺傷など

に対する治療効果やバクテリアやカビに対する

軽度の抗菌性，白癬症や特に創傷などにはびこ

る緑膿菌に顕著な殺菌性のあることを見っけ，

それより以前にある種の成分が放射線照射によ

る白血球減少症に対する予防効果と抗腫瘍性の

あることを発見した。1973年にZawahryら5）

はアロエベラには，潰瘍部に正常な細胞を再生
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させる効果のあること，さらに脂漏性皮膚炎や

軽度の脱毛症にも効果があること，また，1982

年に鈴木ら6）はアロエベラ中のある種のグリコ

プロテインが細胞分裂促進作用のあることを報

告している。1979年にCoats7）はアロエベラ

ジェルがビタミンCにより安定化させることの

特許を日本で取得している。1984年にライオン

㈱の応用研究所8）により高分子の抗腫瘍性物質

の製造に関する特許が出された。1988年には

McDanie19）によりアロエベラ葉肉中からのア

セマンナンがエイズに効果があると報告されて

いる。

　このように比較的高分子量の多糖類や多糖類

とタンパク質が結合したものなどに顕著な生理

活性が認められるが，アロエベラ中に含まれて

いる比較的低分子の有機化合物の中で，これま

でに明らかになった代表的な化合物をあげると，

各種アミノ酸類，グルコース，ガラクトース，

キシロース，アラビノース，ウロン酸（ガラク

ッロン酸）などの糖類やその誘導体，サリチル

酸，乳酸，尿酸などの酸類，クリソファノール

（1），アロエエモジン（ll），バルバロイン（ア

ロイン）（皿），アントラノール（IV）などのフェ

ノール類，ルペオール（V），コレステロール

（VI），カンペステロール（孤），β一シトステロー

ル（V①などのステロイド類などがあるが，そ

れらの生理活性にっいての研究はっぎのような

結果が出ている。
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　菅ら1°）はCape　Aloeやキダチアロエから得

られたフェノール類の一種のアロエニン（IX）を

ネズミに与えたところ，アロエニンは最初の24

時間に肝臓と腎臓に，その60％が留まり，っぎ

の24時間以内に尿尿に排泄されてしまう。バル

バロイン（皿）は外皮の直く下部に黄色粘液とし

て含まれる苦味物質であるが，結腸組織にプロ

スタグランジンの産生を促し，便通をよくする

作用があるとされる。また微量のアロエエモジ

ン（皿）やバルバロイン（皿）のようなアントラキ

ノン誘導体は生体内でサリチル酸誘導体となり，

プロスタグランジンやトロンボキサンの合成を

抑制することにより，火傷などの患部の痺痛を，

マグネシウムと共にやわらげるものと考えられ

ている。

　筆者らは，上記以外の簡単な化合物で，有効

な生理活性を持っものの存在を確かめるために

n一ヘキサンとアセトンによる抽出を試み，その

成分をガスクロマトグラフィ質量分析装置で分

析を行い，若干の知見を得たのでここにその一

部を報告する。

1．実験方法

　1988年2月に，栃木県の郡司農場より購入し

たアロエベラの葉の外皮をナイフで切りとり，

白色のやや透明なゼリー状のゲル物質だけを集

め，凍結乾燥した。1．9㎏のゲルから白色繊維

状物質87．5gを得た。その乾燥ゲル87gを朝比

奈式抽出装置を用いて20日間，n一ヘキサンおよ

びアセトンにより個々に抽出を行った。n一ヘキ

サンとアセトンによる抽出液はそれぞれ濾過後，

ロータリエバボレーターにより溶媒をすべて除

去して，それぞれ淡黄色オイル状液8．3gおよ

び3．　39　9を得た。それらの濃縮液をカラムクロ

マトグラフィ（カラム；240×24．4mm，ワコー

ゲルC－300）による精製を試みたが，n。ヘキサ

シのNα15フラクション（ベンゼン溶出）の濃縮

液から白色針状結晶（O．　03　g）を得たのみであっ

た。n一ヘキサンのその他のフラクションはそれ
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以上精製が困難であるので，そのままガスクロ

マトグラフィ質量分析装置で分析した。アセト

ン抽出液も同様の操作で精製を試みたが，単一

物を得るに至らず，Nα　2フラクション（濃縮液

120㎎；ベンゼン：酢酸エチル＝＝2：1溶出）

が比較的分量が多かったので，これを直接ガス

クロマトグラフィ質量分析装置に導入した。

溶媒：市販1級品を一回蒸留して，実験に供し

た。

　ガスクロマトグラフィ質量分析装置：日本電

子㈱製JMX。DX－30型，　n一ヘキサン抽出液に関

しては，カラム；ガスクロ工業㈱製25m，内径

O．・25mm，　OV－1，試料注入部温度；200℃，キャ

リアーガス；He，1．62ml／min，アセトン抽

出液に関しては，カラム；信和化工㈱製ULBO

NHR－1，30m，内径0．25m，試料注入部温

度；260℃，キャリアーガス；He，1．62m1／min

いずれもスプリット経路を用いて通常EIマスス

ペクトルを測定した。

2．実験結果

　上記の方法による測定の結果，かなりのデー

タを得たが，ここではその一部を報告する。

（1）n一ヘキサン抽出液中の成分

①β一シトステロール（C2gH、。0，m／e＝414）

：Nα15フラクションの白色針状結晶はさらにn一

ヘキサンにより再結晶して精製し，ガスクロマ

トグラフィ質量分析装置（この場合の測定条件

は一部上記と異なり，lnj．　temp；300℃，　CoL　te－

mp；280℃，　O．　25mm×25m，　OV－1である）にか

け，m／e　414に分子イオンピークを得た。マス

スペクトルの開裂様式，結晶の融点，赤外，紫

外吸収スペクトル，NMR－H　1，C、3スペクトル

から，これをβ一シトステロールであると同定

した。この同定に関しては，別報’t）に発表した

ので，それを参照されたい。ここではマススペ

クトルのみ掲載する。

門RSs　SPECTRUM　　　　　　　D己亀a　Fne：　eI599S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z2●JU僧一89　13：23
SamPie；　q－1
Rτ　　　5ρ11騨　　EI　‘Po濫．｝　　GC　334．4c　　EP：　1轟！z　ε8．9181　　1nt．　2．4157　　し》　a．90
S己an赫　〔312，　一　（298，　317⊃　　【cee｛．　1．日日］，　　　　口r四　・　152。112⊂91．コ52，

lee

5e 196　　　　　　150　　　　　　2巳9 259　　　　　3aa　　　　　350　　　　　　46a 45日 5e6

図1．β一シトステロール含有試料の実測マススペクトラム（上）と標準マススペクトラム（下）。
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図2．n一ヘキサデカン含有試料の実測マススペクトラム（上）と標準マススペクトラム（下）。

②n一ヘキサデカン（C，，H．，m／e＝＝226）：これ

以下のマススペクトルに関してはThe　Wiley

／NBS　Regstry　of　Mass　Spectral　Dataを参

考にして同定した。この測定においては，トー

タルイオンスペクトル（ガスクロマトグラム）

のべ一スラインが山になっており，各々のマス

スペクトルには，狭雑物の混入が予想されるが，

このチャートを含めて，それら狭雑物までの同

定は示さなかった。n一ヘキサデカンの化学構造

はCH3（CH、），，CH、である。

③10一ドデセニルシクロヘキサン（C18H…m

／eニ250）：狭雑物としてその他の化合物の混入

が認められるが，m／e　82，83着目して化学構造

を推定した。したがって，分子イオンピークで

示される化合物の化学構造はC、H、1－（CH、）g－

CH＝CHCH、で示される。

④1一オクタデセン（C18H36，ln／e＝252）：狭

雑物の混入が考えられるが，M＋－28＝224が存

在しており，したがって，分子イオンピークの

示す化合物の化学構造はCH　3（CH、）14CH＝

CH、である。

⑤トリデシルベンゼン（C1・H32・m／e＝260）：

m／e91，92に着目し，ベンゼンにアルキル基が

置換した化学構造を想定した。狭雑物の混入が

かなり多いが，マスフラグメントの開裂様式か

ら，ここに含まれている化合物はトリデシシル

ベンゼンと予想され，その化学構造式はC，H、一

（CH、），、CH，で示される。

⑥2一ノナデセン（C19H・80，m／e＝266）：m

／e237の存在により，1一ノナデセンではなく，

2一ノナデセンではないかと推定した。そして，

m／e223は認められなかったが，それより小さ
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い開裂イオンであるm／e111，125，139，153…が

認められることから1この化合物の化学構造式

をCH　3（CH　2）15CH＝CHCH　3とした。

⑦ノナデカン（ClgH・・，m／e＝268）：マスフラ

グメントの開裂様式は典型的な直鎖アルカンを

意味している。標準スペクトルともよく一致し

ている。この化合物の化学構造式はCH，（C

H2）1？CH　3である。

⑧n一エイコサン（C、。H・2，m／e－282）：これも

典型的な直鎖アルカンであり，標準スペクトル

ともよく一致している。この化合物の化学構造

式はCH、（CH、）18CH、である。

（2）アセトン抽出成分

①テトラデカン酸メチルエステル（C・5H・・0・，

m／e＝242）：M＋－31－211の存在からメチルエ

ステルであることが解る。そしてm／e＝211は

C，　・H・　・Oで，低質量数領域の開裂様式から，

直鎖のカルボニル基である。したがって，この
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図10．16一メチルヘプタン酸メチルエステル含有の実測マススペクトラム（上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と標準マススペクトラム（下）。

スペクトルから提起される化学構造式はCH、

（CH、）i2C（0）OCH，である。

②16一メチルヘプタン酸メチルエステル（C・・

H3802，m／e＝298）：M＋－31＝267にピークが

存在しないが，これは化合物の分子量が大きく

なるにっれてイオン強度が小さくなり，枝分か

れ側鎖を持っ化合物ではこの傾向が顕著である

という事実に基づく。すなわち298－255＝43は

C，H，　＝＝　CH，（CH3）CH一を意味しており，この

開裂がエステルのα開裂より優先していること

を示している。m／e＝59，73，87，101…の存在は

CH・OCO（CH、）・＋に関して特徴的なフラグメ

ントであるので，このスペクトルから提起され

る化合物の化学構造式はCH、（CH・）CH（CH・）14

C（0）－OCH　3である。

3．考察

　上記の化合物はいずれも炭化水素や高級脂肪

酸メチルエステルであることから，これらの化

合物はアロエの水分保持のために働いているお

り，これらを飲用することにより，一部は皮膚

に潤いを与えており，また脂肪酸の代謝経路に

入るものと考えられる。また，火傷などの傷部

に塗布することにより，その部分の保護の役目

も果たしているものと考えられる。今回の実験

では，成果の一部を紹介するに留まったが，他

のフラクションもまだ測定されずにあるので，

より生理活性を持っ化合物の追及を図って行く

っもりである。
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